大阪府建設事業再評価監視委員会　平成22年度審議予定案件一覧

	道路交通安全
	国道（旧）１７０号交差点改良
	〔藤井寺市〕

	道路交通安全
	堺大和高田線交差点改良
	〔藤井寺市〕

	道路
	大阪中央環状線鳥飼大橋（北行）架替
	〔守口市・摂津市〕

	道路
	枚方富田林泉佐野線（梅が丘黒原線）　
	〔寝屋川市〕

	道路
	大阪枚岡奈良線
	〔東大阪市〕

	街路
	枚方藤阪線
	〔枚方市〕


１　再評価対象事業　６件
２　再々評価対象事業　８件
	府営住宅建替
	岸和田大町住宅
	〔岸和田市〕

	道路
	国道４８０号（父鬼バイパス）
	〔和泉市〕

	街路
	大県本郷線
	〔柏原市〕

	街路
	八尾富田林線
	〔堺市・羽曳野市〕

	街路
	大阪岸和田南海線（王子工区）
	〔和泉市〕

	街路
	堺港大堀線
	〔松原市〕

	連続立体交差
	南海本線・高師浜線連続立体交差
	〔高石市〕

	土地区画整理
	水と緑の健康都市特定土地区画整理
	〔箕面市〕



建設事業評価・再（再々）評価の審議の進め方等について



	
	【事前評価時点H○】
	【再評価時点H○】
	【分析】

	事業の進捗状況

＜経過＞

①事業採択年度

②事業着工年度

③完成予定年度
	
	
	

	＜進捗状況＞
	
	
	

	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	・継続が妥当　・見直しが必要　・継続は困難（妥当でない）

＜判定（案）の理由＞


３事業の進捗の見込みの視点

	今後の見通し
	

	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	・継続が妥当　・見直しが必要　・継続は困難（妥当でない）

＜判定（案）の理由＞


４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や代替案立案等の可能性
	

	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	・見直し、改善が可能　・見直し、改善は困難

＜判定（案）の理由＞


５特記事項

	自然環境等への

影響とその対策
	

	前回評価時の意見具申と府の対応
	

	その他
	


６対応方針（原案）

	対応方針（原案）
	（２～４の視点による各判定（案）を踏まえた評価結果（案））

・継続が妥当　・見直し継続　・中止

＜判断の理由＞














あらかじめ各部局が作成した対応方針（原案）を審議することから、その決定過程を明確にするため、国土交通省の再評価実施要領における再評価の方法を参考に、再評価の視点（従前と同様）ごとの判定（案）とそれらを踏まえた総合的な対応方針（原案）の記載欄を追加。





１　「①事業の必要性に関する視点」、「②事業の進捗の見込みの視点」、「③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点」について、現時点での状況を踏まえた判定（継続妥当・見直し継続・中止）の案をその理由とともに具体的に記載。





２　①から③の各判定案を踏まえ、結論としての対応方針（継続妥当・見直し継続・中止）の原案をその理由とともに具体的に記載。





３　対応方針の基本的な考え方


（ア）　①、②の視点での再評価が継続妥当で、③の見直しが必要ないと判断できる場合は、事業継続妥当。


（イ）　①、②の視点での再評価のいずれか又は両方で継続妥当と判断できない場合で、③の見直しを実施することにより、①、②の視点での再評価がいずれも継続妥当と判断できるようになる場合は、見直し継続。


（ウ）　①、②の視点での再評価が継続妥当であり、③の見直しを実施することにより、効率化が図られると考えられる場合は、見直し継続。


（エ）　①、②の視点での再評価のいずれか又は両方で継続妥当と判断できない場合で、③の見直しを実施しても継続妥当と判断できない場合は、事業を中止。





建設事業評価委員会の役割等の見直し








１　「建設事業再評価監視委員会」と改称し、審議対象を再評価・再々評価案件に限定。事前評価・事後評価は各部局において実施。





２　本委員会の任務を「事業実施の妥当性についての判断」から、「府が行う再（再々）評価の実施手続きの監視」に見直し。「各部局が作成した対応方針（原案）」を府民目線で点検、審議し、不適切な点又は改善すべき点があると認めたときに意見を具申。





３　河川事業・ダム事業の再（再々）評価に係る審議は、河川整備員会に移管。





４　委員については、各部局において上位計画の策定に関わる審議会等の委員との重複は避けることとした。





対応方針（原案）の考え方











資料２





評価調書様式（裏面）の変更について





平成22年度第1回


大阪府建設事業再評価監視委員会


H22.7.12








